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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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です。すごくショックでした。ところが彼は、失

敗したところを笑いにかえて、やり直して結局成

功させたんです。それを見たときに思いました。

相手の考えを理解せずに、自分のやり方だけを

押し付けても、仕事は前に進まないんだと。痛烈

に体感しました。彼は、落とし穴に絶対に落ちな

いようにするのではなく、落ちても這い上がれば

いいと思っていたんだと、後で分かりました。

奥田　そこから相互尊重、となるわけですか。

蓑輪　はい。異文化の洗礼を受けて、一気に視

した。多くの日本人は事前にすごく準備するじゃ

ないですか。ところが一緒に担当したその彼は、

しないんですよ。食事だとか、終業時間だとかで

帰っちゃうんです。本番前日ですよ。飯なんか食

っていないで夜中の11時でも12時でも、とにかく

できるまでやるんだ、というのが当時の私の感覚

だったんですが。

奥田　まさにカルチャーショックですね。目の前

が真っ暗になります。

蓑輪　それで翌日の本番。案の定、失敗するん

奥田　座右の銘が「相互尊重」だとか。ちょっと

変わった言葉だと思いますが？

蓑輪　2007年に、いきなり海外マーケティングを

任されたんです。ある日、海外出張で米国のスタ

ッフと新製品の発表会でデモをやることになりま

海外の現場で任された大仕事
すぐに帰っちゃう
相棒から受けた衝撃

「熱湯」をもかいくぐって
奮闘した電子楽器の申し子
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【浜松市発】子どもの頃から電子オルガンを弾き、学生時代に
はコンピューターとシンセサイザーをつないでバンド演奏。
まだDTM（Desk Top Music）黎明期だった頃の話だ。蓑輪
さんの傍らにはいつも電子楽器があった。果たして趣味を仕
事にすることは幸せなのか不幸なのか……。「人生の時間は限
られている。一致しているほうがいいに決まっている」。そう
思い、大好きなシンセサイザーをつくるべく、エンジニアとし
てローランドに入社した。ところが、待ち受けていたのは試
練の連続。支えになったのは、やはり電子楽器から得た音楽
の原体験だった。� （本紙主幹・奥田芳恵）
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※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
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野が広がりました。それ以降、今に至るまで、何

かうまくいかないことがあれば、相互尊重に立ち

返るようにしています。そうすれば、必ずなにが

しかの糸口が見つかるんですよ。

奥田　最初からマーケティング畑だったんです

か。

蓑輪　もともとエンジニアとして入社したんで

す。DTMのパッケージをつくったり、プログラ

ムを書いたりしていました。しばらくすると「自

分がつくった製品のプロモーションをしてみない

か」と、国内マーケティングの部署に異動になり

ました。ずっとエンジニアとしてやっていく気で

いましたから、正直「外された」と思いましたね。

一応、2年間だけの期限付き「往復切符」だった

ので、それであればチャレンジしてみようと応じ

ました。

奥田　技術職から営業職とはかなり大胆な人事

じゃありませんか。

蓑輪　ローランド創業の地は大阪です。だから

営業スタッフは関西弁の人ばかり。技術が分か

って標準語が喋れるプレゼンターがほしかったみ

たいですね。学生の頃、アップルでバイトしてい

たことがあって、よくDTM機器の説明をしてい

ました。エンジニアの時代も時々、営業応援に行

ったりしていたので、目をつけられたんでしょう。

奥田　エンジニアで、ちゃんと喋れて説明もうま

いじゃないか、となったんですね。

蓑輪　開発と営業でスピード感はずいぶん違っ

て苦労しましたが、難しいものでも簡単に分かり

易く説明するのは得意でした。技術者の頃よりも

会社に貢献できているとの実感がありました。結

局、2年経って帰りの切符は返すことにしました。

当時の役員に、このままやらせてくれと頼み込ん

だんです。その時のことは、場所も時間も内容も、

今でもはっきりと覚えています。

奥田　とても大きなご決断だったんですね。

蓑輪　ずっと国内プロモーション業務を楽しくや

って、充実した日々を送っていました。5年ほど

すると、今度は海外マーケティングだと。

奥田　それで最初のお話につながるんですね。

蓑輪　ローランドに入って今年で31年目になりま

すが、一番しんどい時期でした。国内マーケティ

ングに移ったときは、担当するのは自分がつくっ

た製品ですから熟知しています。バイト経験も生

かせたし、言葉はもちろん日本語。ところが、今

度の担当製品はシンセサイザーと電子ドラム。こ

れまで関わったこともなく、製品知識はおぼつか

ない。その上、英語もしゃべれない。動きを封じ

られた感じで、生きた心地がしませんでした。

奥田　人事が無茶、というか冒険する社風なん

ですね。

蓑輪　当時は、熱湯につけるとか、ハードシップ

経験とか言っていました。大きなギャップを乗り

越えさせることで成長を促す、というチャレンジ

だったんだと思います。

奥田　英語はどうやって勉強されたんですか。

蓑輪　開発から国内マーケティングに異動させた

役員が「海外マーケになったんだって？」と寄っ

てきて「英会話教室の申込書を2通もらってこい。

俺も一緒に行くから」と言うんです。私は自腹で

何十万円も払って通うことになるんですが、結局

その役員を英会話教室で見かけることはありませ

んでした。

奥田　それはちょっとひどくないですか？

蓑輪　今思えば「当然そうだよな」です。うまい

な、やられたなと。ただ、教室に通うだけでは全

然うまくなりませんでした。結局、なんとかなる

まで3年かかりました。当時仕事上の連絡手段は

電話とファクスです。「Zoom」のようなオンライ

ンツールはありません。英語ができない身にとっ

て、これは辛かった。その間、ほとんど役立たず

です。会社もよく耐えたと思いますよ。

奥田　小さい頃から、何か楽器をやられていたん

ですか。

蓑輪　小学生の妹が電子オルガンをやりたいと

言うので、両親が買ってあげたんです。ところが

3カ月で止めちゃったんですね。もったいないの

と、親がかわいそうに思えたこともあって、長男

として私が引き継いだんです。そうしたら、はま

ってしまって。他社さんの電子オルガンだったわ

けですけど（笑）。

奥田　最初から電子楽器だったんですね。何か

縁を感じます。電子楽器の魅力って、どこにある

んでしょう。

蓑輪　全てを自分でコントロールできるところで

すね。ドラムでもベースでもキーボードでも。中

学生の頃に、パソコンを買ってもらって、音楽を

つくることに熱中していました。ちょうどYMO（イ

エロー・マジック・オーケストラ）が「散開」して、

小室哲哉氏がTMNETWORKを結成したあたり

です。高価な機材はとても買えませんでしたが、

手持ちの機材を使って、見よう見まねで彼らの音

楽を再現して遊んでいました。それがある種の原

体験になりました。コンピューターやシンセサイ

ザーの技術革新が激しかった頃ですね。（つづく）

「俺も付き合うから」と言われ
大枚はたいて通った英会話教室

モニターの落選を知らせる
手紙とカタログとステッカー

バンドでキーボードを弾いていた高3
の蓑輪青年。ある日、雑誌で見つけた
電子ピアノのモニター募集に応募した。
後日、落選を知らせる手紙が届く。そ
こには2500通を超える応募があった
と記されていた。しかし宛名は手書き。
なんて丁寧な会社なんだろうと思った。
それがローランドだった。同封されて
いた「FP-8」のカタログとステッカー
と一緒に今でも大事に保管している。

第3種郵便物認可 2026.6.29 mon　vol.2110　　　Weekly BCN 23Interview


